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この冬２０年ぶりの大雪が降り、市内で 

４５センチを超えました。降った雪が凍結

し、至る所で交通渋滞が発生し、交通事故や転倒事故が

起こりました。雪道は怖いと分っていても、実際には、

ヒヤリとすることが多々ありました。事故撲滅に向け安

全第一に徹して互いに頑張りましょう。 

                     

                      

《傷害事故 2件発生》 

①剪定作業中、一旦梯子を降りようとした時に滑って落下した。 

梯子を降りる時も注意が必要と注意喚起を行った。 

②除雪作業中、転倒した。凍結現場は、くれぐれも注意して作業 

するように注意喚起を行った。 

《その他事故（自動車事故）3件発生》 

①施設の車を運転中、止めてあった軽トラに接触した。相手車両は無傷であった。運転者には安全

確認をしっかり行うように注意喚起を行った。 

②施設の車で雪道を曲がりきれずバックしたところ、カーブミラーに接触した。積雪時は細心の注

意を払い運転するように注意喚起を行った。 

③雪塊のある狭い道路で、対向車のため左へ寄ったところ店舗の軒先テントに接触した。 

早目の停車や対向車の通過の確認をし、横乗り助手は窓を開け後方確認を行い運転手と 

ともに慎重に安全確認を行うよう注意喚起を行った。 

                                     

         

安全適正就業の促進を目的に、新入会員５３名出席（役職員含む）のもと１月２７日（金）北勢

福祉センターに於いて開催しました。講師には、公益社団法人 三重県シルバ―人材センター連合

会事務局長 平井保彦氏を招き「シルバー人材センターにおける安全・適正就業について」をテー

マに、解り易く解説していただき有意義な研修会になりました。 

                     

                     

今期も企業における就業者の安全確保・適正就業の確

認および企業の責任者との情報交換を目的に、企業訪問

（ﾊﾟﾄﾛｰﾙ）を実施しました。訪問先のすべての企業で安

全作業を行ってみえる事を確認しました。 

                 

 

除草班主催の刈払機及びチェンソー取扱講習会が、３月３日（金）に行われました。 

今回は、除草班・平野冨秋総班長と井上久幸さんによる、安全な刈払機作業のポイント・刈払機

と刈刃の選定・刈刃の目立て等を中心に講習を受け、実際に自分の使っている機械についても見て

いただき、一日、実のある講習会でした。今後、教えて頂いた技術を実際の作業で活かしてもらい

たいと思います。                いなべ市シルバー人材センター 安全適正委員会 

ｼﾙﾊﾞｰ事業 
12～2月 
発 生 分 

年度累計 
前年同期 
発 生 分 

傷害事故 ２ ３ ７ 

賠償事故 ０ ６ ４ 

その他事故 ３ ４ ０ 

計 ５ １３ １１ 

実施日 企業就労先（訪問先） 

 2月 14日（火） 北勢・三幸電機(株) 

 2月 22日（水） 大安・(株)ダイワ 

 2月 22日（水） 藤原・藤原給食センター 

 3月 16 日(予定) 員弁.合同・教育委員会(遺跡発掘調査） 

 いなべ市シルバースローガン 

慣れた手も 緩んだ気持ちが 事故招く 

 平成 29年 3月号（毎年 3・6・9・12月発行） 

事故報告 （１２～２月までの発生事故状況） 

状況ｊ 

企業訪問を実施（安全・適正パトロール） 

安全適正就業研修会（新入会員対象）開催報告 

刈払機及びチェンソー取扱講習会

安全講習会の実施 


